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歯
科
臨
床

・
学
術
部

“欠点が分かった”と好評

スタッフ向け実技講習スタッフ向け実技講習

　

協
会
の
歯
科
臨
床
・
学
術

部
は
８
月
７
日
、
歯
科
衛
生

士
の
福
池
久
恵
氏
を
講
師
に

「
シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ
・
ス
ケ

ー
リ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

き
、
９
院
所
15
人
が
参
加
し

た
。

　

シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、

ス
ケ
ー
ラ
ー
を
研
ぐ
部
位
や

程
度
、
目
的
に
応
じ
た
シ
ャ

ー
プ
ニ
ン
グ
ス
ト
ー
ン
の
選

び
方
な
ど
を
学
ん
だ
後
、
実

習
に
入
っ
た
。
講
師
か
ら
は

①
ス
ト
ー
ン
や
ト
ゥ
へ
の
当

て
方
②
ス
ト
ー
ン
の
動
か
し

方
③
ス
ケ
ー
ラ
ー
の
面
の
状

行
に
保
ち
な
が
ら
、
刃
部
を

根
面
か
ら
浮
か
せ
ず
、
手
指

屈
伸
運
動
を
す
る
こ
と
で
歯

肉
を
傷
つ
け
ず
、
痛
み
を
与

え
な
い
こ
と
に
な
る
」
な
ど

の
コ
ツ
を
述
べ
た
。
①
把
持

や
動
か
し
方
②
姿
勢
③
ポ
ジ

シ
ョ
ニ
ン
グ
―
―
な
ど
を
意

識
し
た
実
習
を
行
っ
た
。

を
提
供
す
る
上
で
欠
か
せ
な

い
技
術
で
あ
る
」
と
述
べ

た
。

　

実
習
で
は
、
口
腔
内
を
６

ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
チ
ッ
プ

の
向
き
や
挿
入
角
度
な
ど
の

基
礎
を
学
ぶ
と
共
に
、
チ
ェ

ア
へ
の
誘
導
な
ど
患
者
へ
の

声
か
け
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を

解
説
し
た
。

　

最
後
に
冨
本
氏
は
、「
こ

の
方
法
が
絶
対
と
い
う
バ
キ

ュ
ー
ム
操
作
は
な
い
。
院
所

で
は
、
実
習
で
得
た
基
礎
を

柔
軟
に
生
か
し
て
頑
張
っ
て

き
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄
せ

ら
れ
、
好
評
だ
っ
た
。

態
―
―
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
項

目
に
沿
っ
て
個
別
指
導
が
あ

っ
た
。

　

ま
た
、
ス
ケ
ー
リ
ン
グ
に

つ
い
て
は
、「
０
度
挿
入

し
、
シ
ャ
ン
ク
を
歯
軸
に
平

　

協
会
の
歯
科
臨
床
・
学
術

部
は
「
バ
キ
ュ
ー
ム
実
習
」

講
習
会
を
７
月
30
日
、
冨
本

昌
之
副
理
事
長
を
講
師
に
大

阪
市
内
で
開
い
た
。
10
院
所

か
ら
16
人
が
参
加
し
た
。

　

冨
本
氏
は
、「
バ
キ
ュ
ー

ム
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
は
、
水
や

唾
液
の
除
去
に
よ
っ
て
患
者

の
不
快
感
を
取
り
除
く
だ
け

で
な
く
、
施
術
野
を
確
保

し
、
患
者
の
軟
組
織
を
タ
ー

ビ
ン
か
ら
保
護
す
る
と
い
う

重
要
な
目
的
が
あ
る
。
患
者

に
安
心
・
安
全
な
歯
科
治
療

分
の
バ
キ
ュ
ー
ム
で
患
者
が

ど
う
感
じ
て
い
る
か
実
感
で

日　時　９月10日～３月10日（全７回）
　　　　※月１回、土曜14時～16時30分
会　場　大阪府谷町福祉センター
　　　　（地下鉄谷町６丁目駅徒歩３分）
費　用　2000円（７回分）
定　員　80人
クラス　入門クラス・会話初級クラス・
　　　　会話中級クラス
※ お申し込みやお問い合わせは、大阪府歯科用語手話作成
普及委員会事務局まで、FAX（06-6654-4416）でお願
いします

寝
屋
川
市
が
１
日
か
ら
入
通

院
の
助
成
対
象
年
齢
を
小
学

校
卒
業
ま
で
引
き
上
げ
た
。

両
市
と
も
所
得
制
限
は
設
け

　

参
加
者
か
ら
は
、「
正
し

く
シ
ャ
ー
プ
ニ
ン
グ
さ
れ
た

ス
ケ
ー
ラ
ー
は
操
作
し
や
す

か
っ
た
」「
自
己
流
に
な
っ

て
い
る
か
不
安
で
あ
っ
た

が
、
欠
点
が
わ
か
り
勉
強
に

な
っ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
た
。

ほ
し
い
」
と
激
励
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
日
頃

の
疑
問
解
決
に
加
え
、
よ
り

良
く
な
る
方
法
な
ど
学
べ

た
。
教
わ
っ
た
こ
と
を
生
か

せ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」

「
患
者
・
術
者
・
助
手
の
各

立
場
で
の
相
互
実
習
は
、
自

　

独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療

機
構
が
発
表
し
た
資
料
に
よ

れ
ば
、
２
０
０
８
年
の
介
護

老
人
保
健
施
設
（
老
健
）
の

入
所
者
数
は
一
施
設
あ
た
り

平
均
で
約
92
人
で
あ
り
、
そ

の
う
ち
の
相
当
数
が
有
床
義

歯
を
使
用
し
て
い
る
と
考
え

れ
ば
、
と
の
意
見
は
多
く
あ

り
、
名
入
れ
に
よ
っ
て
義
歯

の
取
り
違
え
や
置
き
忘
れ
の

際
に
速
や
か
な
対
処
が
可
能

に
な
り
、
ま
た
入
居
者
の
Ｑ

Ｏ
Ｌ
の
向
上
と
感
染
症
の
防

止
に
効
果
が

あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

　

そ
の
た
め

全
国
各
地
の

歯
科
技
工
士

会
や
歯
科
医

師
会
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活

動
と
し
て
老

健
や
特
養

（
特
別
養
護

ら
れ
る
。
さ
ら
に
、
入
所
者

の
平
均
要
介
護
度
は
３
・
27

で
あ
り
、
身
体
機
能
や
認
知

機
能
の
低
下
に
よ
り
義
歯
の

個
人
管
理
は
健
常
者
に
比
べ

て
困
難
で
あ
る
こ
と
が
容
易

に
推
定
で
き
る
。

　

老
健
の
入
居
者
は
、
衣
服

老
人
ホ
ー
ム
）
を
訪
問
し
名

入
れ
を
行
っ
て
い
る
実
例
が

ネ
ッ
ト
上
で
多
数
報
告
さ
れ

て
い
る
の
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

ま
た
、
歯
科
医
院
で
名
入

れ
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
広

報
し
て
い
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

も
見
受
け
ら
れ
た
。
料
金

は
、
新
調
時
に
名
入
れ
す
る

場
合
は
無
料
サ
ー
ビ
ス
で
使

用
中
の
義
歯
に
名
入
れ
す
る

場
合
は
２
千
円
＋
消
費
税
が

多
か
っ
た
。

　

名
入
れ
の
方
法
に
つ
い
て

ネ
ッ
ト
上
で
は
詳
細
な
記
述

は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
か
っ
た

が
、
作
業
工
程
か
ら
読
み
取

る
限
り
で
は
義
歯
に
名
前
シ

ー
ル
埋
入
方
式
と
樹
脂
埋
入

式
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
っ
た
。

　

次
回
か
ら
実
際
の
名
入
れ

の
手
技
に
つ
い
て
解
説
す

る
。 

（
つ
づ
く
）

な
ど
に
は
す
べ
て
氏
名
を
マ

ジ
ッ
ク
ペ
ン
等
で
明
記
す
る

規
則
が
あ
り
、
紛
失
や
取
り

違
え
を
防
い
で
い
る
。
し
か

し
義
歯
に
マ
ジ
ッ
ク
ペ
ン
で

記
名
す
る
こ
と
に
は
無
理
が

あ
り
、
ま
た
専
門
職
の
者
で

な
け
れ
ば
義
歯
の
上
下
を
判

別
す
る
こ
と
す
ら
困
難
で
あ

る
の
が
実
情
で
あ
る
。

　

実
際
、
老
健
の
職
員
か
ら

は
義
歯
に
名
前
の
記
入
が
あ

　

子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡

充
を
求
め
る
協
会
や
大
阪
社

会
保
障
推
進
協
議
会
な
ど
の

要
請
を
受
け
、
富
田
林
市
と

子　ど　も
医療費助成

富
田
林
・
寝
屋
川
が
拡
充

義
歯
に
名
入
れ
を
し
よ
う 

①

９
月
か
ら
入
通
院「
小
学
校
卒
業
ま
で
」

西
川　

眞
二
（
東
大
阪
市
）

ス
ケ
ー
リ
ン
グ
セ
ミ
ナ
ー

バ
キ
ュ
ー
ム
実
習

て
い
な
い
。

　

10
月
か
ら
は
能
勢
町
が
小

学
３
年
か
ら
中
学
卒
業
に
拡

大
。
11
月
に
は
茨
木
市
が
小

学
２
年
か
ら
小
学
３
年
に
引

き
上
げ
る
な
ど
、
助
成
拡
充

の
流
れ
が
強
ま
っ
て
い
る
。

　

協
会
は
、
子
ど
も
医
療
費

助
成
の
対
象
年
齢
引
き
上
げ

に
つ
い
て
、
大
阪
府
と
の
交

渉
や
自
治
体
要
請
な
ど
で
一

貫
し
て
求
め
て
き
た
。
協
会

も
参
加
す
る
大
阪
社
保
協
の

自
治
体
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
も
、

最
重
要
課
題
と
し
て
市
町
村

に
要
請
し
て
お
り
、
住
民
の

声
と
運
動
が
制
度
拡
充
に
つ

な
が
っ
た
。

　

た
だ
、
依
然
、
大
阪
府
の

制
度
は
全
国
最
低
水
準
の
ま

ま
放
置
さ
れ
て
お
り
、
知
事

の
姿
勢
が
問
わ
れ
て
い
る
。
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手話のできる歯科医療を目指したい！

「歯の手話を学ぶ会」「歯の手話を学ぶ会」

スケーリングの個別指導を
受ける参加者（右）＝８月
７日、保険医会館　　　　

義歯の名入れは簡単な技工作業で
行うことができる　　　　　　　


